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はじめに 

私たちは、この手紙の頂点であり「聖霊の章」とも呼ばれている個所を学んでいます。

実は、聖霊について詳しく教えられている個所はそう多くありません。しかし、ローマ人

への手紙 8 章と、イエスの最後の説教が記されているヨハネの福音書 13～16 章には詳し

く教えられています。聖霊に従うことによってのみ得られる聖化と、将来に与えられる栄

化の素晴らしい約束。私たちは、この恵みを知識だけではなく、生活に適応することによ

って、霊的な成長を遂げ、御霊の実を結び歩みたいと願います。 

 

８章１節でパウロは、私たちキリストにあるものが自らの罪によって裁かれ、救いを失

って、滅びにいたることは決してないと宣言しました。重要なポイントは「キリストにあ

る」という言葉でした。この聖句が私たちクリスチャンの位置的真理を表しているという

ことをお話ししました。この位置的真理こそが聖化の土台になります。とても重要な真理

なので、今日は再度復習してから、前に進みます。 

 

１．位置的真理  

「こういうわけで、今は、キリスト・イエスにある者が罪に定められることは決してあ

りません」福音を信じた瞬間に、 私たちは新生しました。 聖霊によるバプテスマによっ

てキリストと結ばれ一体化しました。「キリスト･イエスにある者」という言葉が、私た

ちの新しい位置であり、揺るがない立場を示しています。  これを「位置的真理

（positional truth）」 といいます。 位置的真理は主観的なものではなく、客観的な真理で

す。このことを正しく理解したなら、 過去の自分の罪の責めを感じる必要はなくなります。 

それでも自分を責めてしまうなら、それは背負う必要のない重荷で苦しんでいるのです。 

キリスト･イエスにあって「神との平和」を得ていることを確認（ロギゾマイ）して、感

謝して歩みましょう。  

   

ローマ人への手神の中から、 位置的真理を教えている聖句を見てみましょう。   

①3：24（義とされた）「ただ、神の恵みにより、キリスト・イエスによる贖あがないの

ゆえに、 価あたいなしに義と認められるのです」   

②6：11（生かされた）「このように、あなたがたも、 自分は罪に対しては死んだ者であ

り、 神に対してはキリスト・イエスにあって生きた者だと、 思いなさい」   



⓷8：2（罪と死の原理から解放された）「なぜなら、キリスト・イエスにある、いのちの

御霊の原理が、罪と死の原理から、 あなたを解放したからです」   

④12：5（一つのからだに属する）「大ぜいいる私たちも、 キリストにあって一つのから

だであり、 ひとりひとり互いに器官なのです」   

⑤16：3、9（同労者である）「キリスト・イエスにあって私の同労者であるプリスカとア

クラによろしく伝えてください。… キリストにあって私たちの同労者であるウルバノと、 

私の愛するスタキスとによろしく」    

ローマ人への手紙以外でも、位置的真理がもたらす祝福が多くの聖句で教えられていま

す。それらの祝福を挙げてみます。聖めを受けた、恵みの受け手、新しく造られた者、自

由にされた、天にあるすべての祝福の受け手、アブラハム契約の祝福の受け手、ユダヤ人

とともに約束に与あずかる、善い行いをするために造られた。などなど 

キリスト･イエスにある自らの立場を認識することこそ、 聖化への道なのです。 

 

２．肉の思いと御霊の思い（５～６節） 

ユダヤ人は人類をユダヤ人と異邦人に分けました。仏教や哲学では、悟りや知恵を得た

人と愚かな人で分けます。パウロはここで人類を、御霊を持つ者と肉の思いのままにされ

ている者に分けています。    

 

8:5 肉に従う者は肉に属することを考えますが、御霊に従う者は御霊に属することを考え

ます。 

ここに二つの性質（生活）の対比があります。 それは、肉に従う者と御霊に従う者の対

比です。「肉に従う者」とは、古い性質（罪の性質）に従って生きている人のことです。

そういう人は「肉に属することを考えます」とあります こういう人は、肉的なものに常に

心が奪われています。これが、イエス・キリストから離れた自然人の状態です。イエス・

キリストから離れている人と会話をすると、彼らはこの世の欲について話します。彼らの

話題の大半は、食べ物や着るもの、車や家、お金や地位や家柄、性的ゴシップなどです。

なぜなら、自然人の心はそこにあり、肉が支配しているからです。神を無視した自己中心

的な生活、罪にとどまる生活が最大の関心事です。こういった人は依然としてアダムから

引き継いだ性質に従って生きています（ちなみに、未信者にはこの性質しかありません）。 

すべて世にあるもの、すなわち、肉の欲、目の欲、暮らし向きの自慢は、御父から出るも

のではなく、世から出るものだからです。 

"あなたがたは世も世にあるものも、愛してはいけません。もしだれかが世を愛しているな

ら、その人のうちに御父の愛はありません。 

世と、世の欲は過ぎ去ります。しかし、神のみこころを行う者は永遠に生き続けます。" 

1 ヨハネの手紙 2：15～17  



これに対して「御霊に従う者」とは、キリストを信じて新生した性質に従って生きてい

る人のことです。内住の聖霊に心を明け渡して、聖霊との調和の中で生きている人のこと

です。そういう人は、「御霊に属することをひたすら考えます」 言い換えれば、いつも御

霊の思いと一つになることを願って生活しています。 

人がイエスを信じ、聖霊によるバプテスマによって新生し、聖霊が人生を支配するよう

になると、その人は霊的なことに関心を持ち、神と自分の関係について、自分の心の中に

ある神の御業について、主を喜ばせる方法について、主に仕える方法について話したくな

るのです。 

私たちは見えるものにではなく、見えないものに目を留めます。見えるものは一時的であ

り、見えないものは永遠に続くからです。Ⅱコリント 4:18 

私たちは肉にあって歩んではいても、肉に従って戦ってはいません。Ⅱコリント 10:3 

 

8:6 肉の思いは死ですが、御霊の思いはいのちと平安です。 

人は心に抱いているもの（思い）によって考え行動します。 これは人間理解において極

めて重要なポイントです。 つまり、肉に従うか、御霊に従うかによって、それ以降の生活

がすべて違ってくるということです。 

クリスチャンの前には、二つの道が置かれています。一つは未信者であった時に歩んで

いた古い道です。もう一つは信者になってから歩み始めた新しい道です。信者はキリスト

にあって死んだので、古い道を歩く義務も必要もなくなりました。しかし、その古い道を

自分で選び取って歩いてしまう可能性は残されています 

 

３．神に敵対する肉（７～８節）   

8:7 なぜなら、肉の思いは神に敵対するからです。それは神の律法に従いません。いや、

従うことができないのです。 

8:8 肉のうちにある者は神を喜ばせることができません。 

「肉の思い」とは、罪の性質から出てくる思いのことで、神に対して反抗するものです。  

この真理を、ヤコブはこう解説しています。「貞操のない人たち。 世を愛することは神に

敵することであることがわからないのですか。 世の友となりたいと思ったら、 その人は

自分を神の敵としているのです」ヤコブ 4：4  

この世を愛すること（肉の思い）は、 神に敵することです。「肉の思い」は、神の律法に

服従しません。いや、服従できないのです。 そしてそれは、 その人を死に至らせます。 

 

「御霊による思い」とは、内住の聖霊に導かれている状態のことです。そのような人は、 

神に心が開かれているので、御霊に導かれて神の律法に服従することができるのです。

「御霊による思い」 は、その人にいのちと平安を与えます。  



こういうわけで、あなたがたはキリストとともによみがえらされたのなら、上にあるもの

を求めなさい。そこでは、キリストが神の右の座に着いておられます。上にあるものを思

いなさい。地にあるものを思ってはなりません。 あなたがたはすでに死んでいて、あなた

がたのいのちは、キリストとともに神のうちに隠されているのです。コロサイ 3:1-3 

   

8 節の最後に、「肉にある者は神を喜ばせることができません」とあります。いかに信

仰熱心であっても、それが肉の思いから出ているなら、神からは評価されません。  

①イスラエルには正統派のユダヤ人が多くいますが、彼らがいかに正統的であっても、神

に喜ばれることはありません。  

②モルモン教徒がいくら熱心に死者のためのバプテスマを行っても、アルコールやコーヒ

ーから遠ざけていても、神に喜ばれることはありません。  

③エホバの証人がいくら熱心に輸血を拒こばんでも、伝道に励んでも、神に喜ばれること

はありません。  

④イスラム教徒がいくら熱心に戒律を守っても、神に喜ばれることはありません。  

いつも御霊に属することを考えている人だけが、神に喜ばれるのです。 

 

最後に 

８章は、はじめにに申し上げたようにこの手紙のクライマックスです。パウロは、聖霊

の力がなければ律法を達成することができないことを教えるために、土台を十分に準備す

るまで、このテーマを注意深く 8 章まで置いておきました。ここにのみ、クリスチャンラ

イフを動かす原動力があります。私たちの内に埋もれている種を、主の庭に実らせる力が

ここにあります。 

 

いつまでも自分を責めて生きる必要はありません。生きている鳥が、飛行の法則に従う

ことによって、引力に打ち勝つように、聖霊との絶え間ない交わりによって、イエスの命

が心にもたらされます。ぶどうの木であるイエスにつながり続け、イエスとくびきを共に

するなら、継続的な罪の引力に打ち勝つ勝利が与えられます。 

 

私たち自身は、サタンと罪を憎むことしかできません。しかし聖霊の促しに生かされ続

けるなら、いのちと平安と義が宿るようになります。そうして、自力では決して従うこと

ができなかった律法を行う力を、神が備えてくださったことを知るようになるのです。 

これこそがエレミヤが預言した新しい契約の成就です。 

「私は私の律法を彼らのただ中に置き、彼らの心にこれを書き記す。私は彼らの神となり、

彼らは私の民となる」 


